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問
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２月１日 事業計画策定のための個別相談会
２月３日 ひたちものづくり探検少年団活動
２月４日 日立市職業探検少年団修了証授与式
２月６日 正副会頭会議
２月７日 金融財務業部会視察
 事業承継対策講座（他1日、21日）
２月９日 正副会頭と部会長・委員長会議
 法律無料相談
 新春講演会
２月11日 第230回珠算能力検定試験
２月13日 交通運輸業部会議員協議会
 文化産業部会正副部会長・運営委員 
 合同会議
２月14日 情報化委員会
 金融財務業部会議員・運営委員合同会議
２月15日 工業部会議員協議会

２月15日 産業振興対策委員会
２月16日 観光委員会
 商業部会議員協議会
２月19日 運営委員会
 建設業部会議員協議会
 観光環衛業部会議員協議会
 商業部会賑わいフェスプロジェクト会議
２月20日 会員サービス委員会
２月25日 第166回簿記検定試験
２月26日 常議員会
 会員交流会
２月27日 日立市地域ブランド推進協議会認定 
 審査会
 観光環衛業部会懇談会
２月28日 工業部会視察研修会
 花見茶屋出店者説明会

　２月９日、当所は恒例の新春講演会を開催。本
年は国際政治、旧ソ連地域研究等実状に詳しい
慶應義塾大学教授の廣瀬陽子氏による講演で、
150余名の聴講参加がありました。講演では、近
年のハイブリット戦争という戦争手法により、エネ
ルギー、食糧危機、民主国リストの脱落等、国際
社会に突き付けられた問題について詳しく解説
いただきました。

　２月７日、金融財務業部会は工業都市として繁栄した
日立市の歩み、さらに日本近代産業史に触れることを
テーマに、JX金属日鉱記念館の視察を行いました。展
示資料や現存する鉱山機械の見学の他、「日立が桜の
まちになるまで」の映像を視聴し、篠原副館長から、鉱
山と市民が協力
し、試行錯誤しな
がら公害問題解
決にあたった史
実について解説
いただき、地域の
歴史への認識を
新たにしました。

日立商工会議所の動き2月2月

　２月２６日、当所は４年ぶりとなる会員交流会を開催しまし
た。当日は、社会人ラグビーのＢリーグから最高峰のＡリー
グに昇格した日立サンネクサス茨城の関係者、選手による
スクラムやラインアウトでのリフトなどの迫力ある実演を
参加者とともに披露し、会場を盛り上げてくださいました。
　その後、地元食材を活かした食事を楽しんでいただき
ながら、地元特産品が当たる抽選会を行ないました。会場
内では出席者同
志の名刺交換
や挨拶する様子
が多く見られ、
今後のビジネス
の一助に役立
てていただく機
会となりました。

　２月９日の正副会頭と部会長・委員長会議を皮切り
に、７部会（商業・工業・建設業・金融財務業・観光環
衛業・交通運輸業・文化産業）及び５委員会（運営・会
員サービス・産業振興対策・情報化・観光）において、
次年度の事業および予算を検討する会議が始まりま
した。これら
の協議を経
て、３月の常
議員会、通常
議員総会に
はかります。

工業都市日立のルーツを学ぶ

2024年経済のゆくえを見通す

来年度の事業・予算の協議始まる

会員同士の交流を図る

第1699号　（毎月20日発行） 令和6年3月20日　②

健康保険料率（都道府県ごと） 介護保険料率（全国共通）

令和5年度
 1.82％

協会けんぽ茨城支部 令和6年度保険料率のお知らせ

～お得に健診が受けられます！～

生活習慣病予防健診（35～74歳のご本人）

令和6年3月分（4月納付分）からの保険料率は次のとおり改定されます。

u 40歳から64歳までの方（介護保険第２号被保険者）は、健康保険料率に介護保険料率が加わります。
u 変更後の健康保険料率と介護保険料率は、3月分（4月納付分）から適用されます。

  賞与については、支給日が3月1日分から変更後の保険料率が適用されます。
u 健康保険料率（9.66％）の内訳は、基本保険料率（6.24％）と特定保険料率（3.42％）です。

協会けんぽの令和6年度の全国平均健康保険料率は10.0％です。協会けんぽの健康保険料率は、都道府県ごとに異なっており、
各都道府県の医療費等で決められています。健康づくり等によりその都道府県の医療費を下げることができれば、保険料率の伸び
を抑えることができる仕組みとなっています。

は皆様の取り組みで保険料率 変わります！

令和5年度
 9.73％

令和6年度

9.66％
令和6年度

1.60％

疾病の予防や早期発見、生活習慣の改善のために年に一度健康診断を受診しましょう。

Ø 令和6年度から一般健診+付加健診の対象年齢が
  拡大！
前：40歳・50歳
後：40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳

Ø 自己負担額最高約8,000円
※一般健診（自己負担：最高5,282円）付加健診（自己負担：最高2,689円）

特定健診（40～74歳のご家族）

Ø お得に受診が可能
無料または約1,600円

Ø お住まいの市町村で実施しているがん検診も
同時に実施可能※ ※詳細はお住いの市町村にお問い合わせ

上記対象年齢の中でさらに注目の年齢

〒310-8502
水戸市南町3-4-57 水戸セントラルビル
TEL：� 029-303-1500（代表）

最新情報はＨＰをご覧ください
「協会けんぽ茨城」で検索
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介
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入
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員
紹
介

（別記）（別記）

　２
月
26
日
、常
議
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。協
議
事
項
と
し
て
、１
月

の
新
入
会
員（
別
記
）を
承
認
、報
告

事
項
で
は
、大
山
金
融
財
務
業
部
会

長
か
ら「
日
鉱
記
念
館
視
察
」の
実

施
報
告
、三
澤
観
光
委
員
長
か
ら

「
ふ
る
さ
と
日
立
検
定
試
験
」の
結

果
、「
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興

大
会
2
0
2
4
i
n
水
戸
」に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。（
10
ｐ
）

今
回
の
検
定
試
験
で
は
テ
キ
ス
ト

改
訂
に
よ
り
、受
験
者
が
よ
り
熱
心

に
お
取
組
み
い
た
だ
き
、合
格
率
が

80
％
、満
点
者
が
１
名
出
る
な
ど
素

晴
ら
し
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。今

後
S
ラ
ン
ク
合
格
者
と
日
立
市
の

観
光
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
な
ど

を
行
う
予
定
で
、
観
光
振
興
で
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活
躍
が
期
待
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れ
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す
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山と市民が協力
し、試行錯誤しな
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決にあたった史
実について解説
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日立商工会議所の動き2月2月

　２月２６日、当所は４年ぶりとなる会員交流会を開催しまし
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　その後、地元食材を活かした食事を楽しんでいただき
ながら、地元特産品が当たる抽選会を行ないました。会場
内では出席者同
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や挨拶する様子
が多く見られ、
今後のビジネス
の一助に役立
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会となりました。
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案
し
、
使
い
手
に
寄
り
添
っ
た
モ
ノ
づ
く
り

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　『
革
包
丁
』
は
作
品
作
り
の
中
で
、
自
ら

使
用
す
る
道
具
類
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
y
o
k
i
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
く
独
自
性
の
あ
る
商

品
を
、
と
い
う
想
い
か
ら
創
り
出
し
た
商
品

で
す
。
革
包
丁
と
い
う
や
や
特
殊
な
商
品

で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
だ
け
で
な
く

海
外
市
場
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。

販
売
活
動
は
S
N
S
が
メ
イ
ン
。
海
外
市

場
向
け
に
は
、
時
差
を
計
算
し
て
最
適
な

時
間
帯
に
投
稿
し
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
の
言
語

を
工
夫
す
る
な
ど
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら

顧
客
を
開
拓
。
実
店
舗
を
持
た
ず
、
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
み
の
販
売
の
為
、
ど
う
し

て
も
手
に
取
っ
て
み
た
い
と
い
う
顧
客
に
は
、

イ
ベ
ン
ト
出
店
に
誘
導
し
て
対
応
し
、
フ
ァ

ン
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
立
商
工
会
議
所
は
、
新
技
術
開
発

や
独
創
的
な
技
術
革
新
、
経
営
手
法
等

が
関
係
省
庁
並
び
に
業
界
団
体
に
認
め

ら
れ
、
高
い
評
価
を
得
ら
れ
た
会
員
事

業
所
へ
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
5
年
度
、
優
良
会
員
企
業
表
彰
審
査

会
で
は
2
社
が
選
出
さ
れ
、
昨
年
11
月

に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
月
号

で
は
、
茨
城
県
の
地
域
や
産
業
を
元
気

に
す
る
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
選
定
す
る
、

2
0
2
2
年
度
い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
事
選
定
を
受
け
た

『
y
o
k
i
』
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
の
伝
統
技
術
で

　
　
　
　
モ
ノ
づ
く
り
に
挑
む

　
2
0
2
2
年
度
い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
y
o
k
i
代
表
、
椎
名
巧

さ
ん
が
製
作
す
る
工
芸
用
の
刃
物
（
革
包

丁
）
が
知
事
選
定
を
受
け
ま
し
た
。
稀
少

な
日
本
独
自
の
技
法
で
あ
る
『
鍛
接
（
た

モノづくりで日立から世界を目指す
日本の伝統技術×デザイン

［事業所名］
 yoki（ヨキ）

［電　話］
 0294-51-1030

［代表者］
 椎名　巧　　    ［E-mail］info@yoki1982.jp

オンラインSHOP Instagram
日立市下深荻町

ん
せ
つ
）』
を
用
い
て
製
作
さ
れ
、
日
立
金

属
（
現
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
）
の
鋼
で
火
造
り
し

た
刃
物
に
、
天
然
の
鹿
角
や
日
立
市
内
の

間
伐
材
な
ど
を
加
工
し
て
柄
（
ハ
ン
ド
ル
）

を
作
り
ま
す
。
伝
統
的
な
技
法
や
地
域
の

素
材
を
活
用
し
て
い
る
点
、「
高
い
機
能
性

を
有
し
た
道
具
の
美
を
追
求
し
て
い
る
。
つ

く
る
誇
り
と
所
有
す
る
誇
り
を
喚
起
さ
せ

る
す
ぐ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
」
点
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
は
革
製
品
の
製
作
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
中
里
地
区
に
工
房
を
構
え
て
7
年

前
に
創
業
し
ま
し
た
。
バ
イ
ク
で
の
旅
が

趣
味
で
、
日
本
各
地
を
巡
る
中
、
バ
イ
ク

用
の
カ
バ
ン
を
製
作
し
販
売
を
開
始
。
牛

や
鹿
な
ど
の
革
製
で
、
一
枚
一
枚
異
な
る

革
の
色
味
、
皺
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
に
活
か

す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ

イ
ク
に
合
い
、
使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
考

自
分
で
モ
ノ
を
つ
く
り
あ
げ
る

面
白
さ

身
の
回
り
の
も
の
、自
然
に
見
る

美
し
さ
を
製
品
に

　
椎
名
さ
ん
が
モ
ノ
づ
く
り
の
道
に
入
る
き

っ
か
け
は
、
サ
ー
フ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

の
給
料
日
に
、
判
子
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
海

岸
で
拾
っ
た
流
木
に
苗
字
を
彫
っ
て
、
無
事

に
お
給
料
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で

す
。
自
分
で
使
う
も
の
を
、
自
分
で
作
れ
る

こ
と
に
面
白
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ご
自
身
で

は
『
手
先
が
器
用
な
ほ
う
で
は
な
く
、
た
く

さ
ん
失
敗
し
て
い
る
』
と
の
こ
と
で
す
が
、
製

品
が
ど
ん
な
風
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ど

う
す
れ
ば
作
れ
る
の
か
、
と
好
奇
心
、
探
求

心
が
尽
き
な
く
楽
し
い
そ
う
で
す
。
革
製
品

も
、
財
布
や
キ
ー
ケ
ー
ス
な
ど
の
小
物
を
製

作
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
使
用
す
る
ボ
タ
ン

や
装
飾
も
作
り
た
く
な
り
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

も
自
ら
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
多
彩
な
商
品
が
あ
り
ま
す
が
、y
o
k
i

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
身
の
回
り
に
あ
る
自
然

素
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
す
。
山
か
ら
伐
っ

て
き
た
木
を
用
い
た
り
、
自
ら
育
て
る
畑
の

野
菜
の
花
か
ら
デ
ザ
イ
ン
の
ヒ
ン
ト
を
得
た

り
、
農
具
の
形
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
た

商
品
も
あ
り
、
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
の

美
し
さ
に
惹
か
れ
る
椎
名
さ
ん
の
感
性
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　『
y
o
k
i
（
ヨ
キ
）』
と
い
う
屋
号
の

由
来
は
、
斧
の
別
名
で
す
。
椎
名
さ
ん
は

創
業
前
、
森
林
組
合
で
造
林
の
仕
事
を
し

て
お
り
、
何
万
本
と
木
々
を
植
え
て
き
ま

し
た
。
そ
の
頃
先
輩
方
が
、
斧
の
事
を
「
ヨ

キ
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
不
思
議
に
思
い
、
調
べ

て
み
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
日
本
の
伝

統
的
な
伐
採
斧
の
刃
に
は
、
一
方
の
側
面

（
振
り
下
ろ
し
た
状
態
で
左
側
・
裏
）
に

3
本
の
筋
、
も
う
一
方
の
面
（
右
側
・
表
）

に
4
本
の
筋
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
4

本
の
筋
の
方
が
『
ヨ
キ
』
で
あ
り
、
林
業
で

は
古
く
か
ら
斧
を
ヨ
キ
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。

そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
日
本
の
歴
史
や
、
自

然
へ
の
感
謝
の
心
な
ど
、
深
い
意
味
、
由
来

に
心
を
惹
か
れ
、
屋
号
を
考
え
る
に
あ
た
っ

て
、
y
o
k
i
と
い
う
言
葉
を
選
び
ま
し

た
。
ロ
ゴ
に
も
4
本
の
筋
を
採
用
し
て
お
り
、

製
品
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
数
多
く
の
木
々

を
植
え
、
そ
れ
ら
を
別
な
形
に
し
て
活
か

し
た
い
と
い
う
想
い
も
あ
り
、
自
然
素
材
を

用
い
て
い
ま
す
。

モ
ノ
づ
く
り
を
通
じ
て
社
会

課
題
の
解
決
を
目
指
す

　
レ
ザ
ー
は
食
肉
の
副
産
物
で
す
が
、
国
内

で
は
年
々
加
工
業
者
が
減
り
、
ほ
と
ん
ど
が

廃
棄
、
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

捨
て
る
の
で
は
な
く
素
材
と
し
て
活
か
し
て

い
け
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な

意
味
で
、
革
製
品
を
作
り
使
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
た
だ
モ
ノ
を
つ
く
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
と
『
レ
ザ
ー
ソ
ム
リ
エ

P
rofessional

』
の
資
格
も
取
得
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
は
各
地
の
作
り
手
と
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
、
地
域
の
課
題
に
か
か
わ

る
事
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
衰
退
の
危
機

に
あ
る
伝
統
産
業
（
御
蔵
島
黄
楊
）
や
、

伝
統
工
芸
（
京
焼
・
清
水
焼
）
の
普
及
に

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
の
製
作
を
し
ま
し
た
。

他
に
も
空
き
家
・
空
き
店
舗
問
題
や
交

流
人
口
創
出
に
か
か
わ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
画

す
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
地
域
の
課
題
解
決

に
、
モ
ノ
づ
く
り
を
通
じ
て
で
き
る
こ
と
を

模
索
し
て
い
き
た
い
と
椎
名
さ
ん
は
考
え

て
い
ま
す
。

　
い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

デ
ザ
イ
ン
は
「
商
品
に
カ
ッ
コ
よ
さ
を
与
え

る
と
い
う
よ
う
な
付
加
価
値
創
造
に
と
ど

ま
ら
ず
、
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
て
生
活

や
社
会
の
質
を
高
め
魅
力
的
に
し
て
い
く

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

京
都
の
伝
統
工
芸
の
焼
き
物
に
触
れ
た
と

き
、「
割
れ
物
を
扱
う
、
丁
寧
な
動
き
を

手
が
覚
え
た
」
こ
と
に
、
不
思
議
な
感
慨

を
抱
い
た
こ
と
で
、
道
具
と
人
と
の
関
係

を
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
手
仕
事
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
モ
ノ
づ

く
り
を
行
い
な
が
ら
、
独
自
の
付
加
価
値

を
生
み
出
そ
う
と
、
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

自然素材や身の回りのものをデザインに取り入れる

yoki 椎名巧さん

製品はすべて椎名さんの手作業による
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特
集 優良会員紹介



⑤　第1699号　（毎月20日発行） 令和6年3月20日　④

案
し
、
使
い
手
に
寄
り
添
っ
た
モ
ノ
づ
く
り

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　『
革
包
丁
』
は
作
品
作
り
の
中
で
、
自
ら

使
用
す
る
道
具
類
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
y
o
k
i
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
く
独
自
性
の
あ
る
商

品
を
、
と
い
う
想
い
か
ら
創
り
出
し
た
商
品

で
す
。
革
包
丁
と
い
う
や
や
特
殊
な
商
品

で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
だ
け
で
な
く

海
外
市
場
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。

販
売
活
動
は
S
N
S
が
メ
イ
ン
。
海
外
市

場
向
け
に
は
、
時
差
を
計
算
し
て
最
適
な

時
間
帯
に
投
稿
し
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
の
言
語

を
工
夫
す
る
な
ど
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら

顧
客
を
開
拓
。
実
店
舗
を
持
た
ず
、
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
み
の
販
売
の
為
、
ど
う
し

て
も
手
に
取
っ
て
み
た
い
と
い
う
顧
客
に
は
、

イ
ベ
ン
ト
出
店
に
誘
導
し
て
対
応
し
、
フ
ァ

ン
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
立
商
工
会
議
所
は
、
新
技
術
開
発

や
独
創
的
な
技
術
革
新
、
経
営
手
法
等

が
関
係
省
庁
並
び
に
業
界
団
体
に
認
め

ら
れ
、
高
い
評
価
を
得
ら
れ
た
会
員
事

業
所
へ
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
5
年
度
、
優
良
会
員
企
業
表
彰
審
査

会
で
は
2
社
が
選
出
さ
れ
、
昨
年
11
月

に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
月
号

で
は
、
茨
城
県
の
地
域
や
産
業
を
元
気

に
す
る
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
選
定
す
る
、

2
0
2
2
年
度
い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
事
選
定
を
受
け
た

『
y
o
k
i
』
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
の
伝
統
技
術
で

　
　
　
　
モ
ノ
づ
く
り
に
挑
む

　
2
0
2
2
年
度
い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
y
o
k
i
代
表
、
椎
名
巧

さ
ん
が
製
作
す
る
工
芸
用
の
刃
物
（
革
包

丁
）
が
知
事
選
定
を
受
け
ま
し
た
。
稀
少

な
日
本
独
自
の
技
法
で
あ
る
『
鍛
接
（
た
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ん
せ
つ
）』
を
用
い
て
製
作
さ
れ
、
日
立
金

属
（
現
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
）
の
鋼
で
火
造
り
し

た
刃
物
に
、
天
然
の
鹿
角
や
日
立
市
内
の

間
伐
材
な
ど
を
加
工
し
て
柄
（
ハ
ン
ド
ル
）

を
作
り
ま
す
。
伝
統
的
な
技
法
や
地
域
の

素
材
を
活
用
し
て
い
る
点
、「
高
い
機
能
性

を
有
し
た
道
具
の
美
を
追
求
し
て
い
る
。
つ

く
る
誇
り
と
所
有
す
る
誇
り
を
喚
起
さ
せ

る
す
ぐ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
」
点
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
は
革
製
品
の
製
作
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
中
里
地
区
に
工
房
を
構
え
て
7
年

前
に
創
業
し
ま
し
た
。
バ
イ
ク
で
の
旅
が

趣
味
で
、
日
本
各
地
を
巡
る
中
、
バ
イ
ク

用
の
カ
バ
ン
を
製
作
し
販
売
を
開
始
。
牛

や
鹿
な
ど
の
革
製
で
、
一
枚
一
枚
異
な
る

革
の
色
味
、
皺
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
に
活
か

す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ

イ
ク
に
合
い
、
使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
考

自
分
で
モ
ノ
を
つ
く
り
あ
げ
る

面
白
さ

身
の
回
り
の
も
の
、自
然
に
見
る

美
し
さ
を
製
品
に

　
椎
名
さ
ん
が
モ
ノ
づ
く
り
の
道
に
入
る
き

っ
か
け
は
、
サ
ー
フ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

の
給
料
日
に
、
判
子
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
海

岸
で
拾
っ
た
流
木
に
苗
字
を
彫
っ
て
、
無
事

に
お
給
料
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で

す
。
自
分
で
使
う
も
の
を
、
自
分
で
作
れ
る

こ
と
に
面
白
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ご
自
身
で

は
『
手
先
が
器
用
な
ほ
う
で
は
な
く
、
た
く

さ
ん
失
敗
し
て
い
る
』
と
の
こ
と
で
す
が
、
製

品
が
ど
ん
な
風
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ど

う
す
れ
ば
作
れ
る
の
か
、
と
好
奇
心
、
探
求

心
が
尽
き
な
く
楽
し
い
そ
う
で
す
。
革
製
品

も
、
財
布
や
キ
ー
ケ
ー
ス
な
ど
の
小
物
を
製

作
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
使
用
す
る
ボ
タ
ン

や
装
飾
も
作
り
た
く
な
り
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

も
自
ら
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
多
彩
な
商
品
が
あ
り
ま
す
が
、y
o
k
i

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
身
の
回
り
に
あ
る
自
然

素
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
す
。
山
か
ら
伐
っ

て
き
た
木
を
用
い
た
り
、
自
ら
育
て
る
畑
の

野
菜
の
花
か
ら
デ
ザ
イ
ン
の
ヒ
ン
ト
を
得
た

り
、
農
具
の
形
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
た

商
品
も
あ
り
、
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
の

美
し
さ
に
惹
か
れ
る
椎
名
さ
ん
の
感
性
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　『
y
o
k
i
（
ヨ
キ
）』
と
い
う
屋
号
の

由
来
は
、
斧
の
別
名
で
す
。
椎
名
さ
ん
は

創
業
前
、
森
林
組
合
で
造
林
の
仕
事
を
し

て
お
り
、
何
万
本
と
木
々
を
植
え
て
き
ま

し
た
。
そ
の
頃
先
輩
方
が
、
斧
の
事
を
「
ヨ

キ
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
不
思
議
に
思
い
、
調
べ

て
み
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
日
本
の
伝

統
的
な
伐
採
斧
の
刃
に
は
、
一
方
の
側
面

（
振
り
下
ろ
し
た
状
態
で
左
側
・
裏
）
に

3
本
の
筋
、
も
う
一
方
の
面
（
右
側
・
表
）

に
4
本
の
筋
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
4

本
の
筋
の
方
が
『
ヨ
キ
』
で
あ
り
、
林
業
で

は
古
く
か
ら
斧
を
ヨ
キ
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。

そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
日
本
の
歴
史
や
、
自

然
へ
の
感
謝
の
心
な
ど
、
深
い
意
味
、
由
来

に
心
を
惹
か
れ
、
屋
号
を
考
え
る
に
あ
た
っ

て
、
y
o
k
i
と
い
う
言
葉
を
選
び
ま
し

た
。
ロ
ゴ
に
も
4
本
の
筋
を
採
用
し
て
お
り
、

製
品
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
数
多
く
の
木
々

を
植
え
、
そ
れ
ら
を
別
な
形
に
し
て
活
か

し
た
い
と
い
う
想
い
も
あ
り
、
自
然
素
材
を

用
い
て
い
ま
す
。

モ
ノ
づ
く
り
を
通
じ
て
社
会

課
題
の
解
決
を
目
指
す

　
レ
ザ
ー
は
食
肉
の
副
産
物
で
す
が
、
国
内

で
は
年
々
加
工
業
者
が
減
り
、
ほ
と
ん
ど
が

廃
棄
、
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

捨
て
る
の
で
は
な
く
素
材
と
し
て
活
か
し
て

い
け
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な

意
味
で
、
革
製
品
を
作
り
使
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
た
だ
モ
ノ
を
つ
く
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
と
『
レ
ザ
ー
ソ
ム
リ
エ

P
rofessional

』
の
資
格
も
取
得
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
は
各
地
の
作
り
手
と
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
、
地
域
の
課
題
に
か
か
わ

る
事
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
衰
退
の
危
機

に
あ
る
伝
統
産
業
（
御
蔵
島
黄
楊
）
や
、

伝
統
工
芸
（
京
焼
・
清
水
焼
）
の
普
及
に

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
の
製
作
を
し
ま
し
た
。

他
に
も
空
き
家
・
空
き
店
舗
問
題
や
交

流
人
口
創
出
に
か
か
わ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
画

す
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
地
域
の
課
題
解
決

に
、
モ
ノ
づ
く
り
を
通
じ
て
で
き
る
こ
と
を

模
索
し
て
い
き
た
い
と
椎
名
さ
ん
は
考
え

て
い
ま
す
。

　
い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

デ
ザ
イ
ン
は
「
商
品
に
カ
ッ
コ
よ
さ
を
与
え

る
と
い
う
よ
う
な
付
加
価
値
創
造
に
と
ど

ま
ら
ず
、
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
て
生
活

や
社
会
の
質
を
高
め
魅
力
的
に
し
て
い
く

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

京
都
の
伝
統
工
芸
の
焼
き
物
に
触
れ
た
と

き
、「
割
れ
物
を
扱
う
、
丁
寧
な
動
き
を

手
が
覚
え
た
」
こ
と
に
、
不
思
議
な
感
慨

を
抱
い
た
こ
と
で
、
道
具
と
人
と
の
関
係

を
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
手
仕
事
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
モ
ノ
づ

く
り
を
行
い
な
が
ら
、
独
自
の
付
加
価
値

を
生
み
出
そ
う
と
、
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

自然素材や身の回りのものをデザインに取り入れる

yoki 椎名巧さん

製品はすべて椎名さんの手作業による

最初にデザインしたバイク用のバッグ 農具（備中鍬）をデザインしたアクセサリー

知事選定をうけた革包丁

開業って何をしたらいいですか？と商工会議所へ。創業塾や
経営力向上セミナーを受講し、経営革新計画を策定。
令和5年度優良会員表彰受賞。

特
集 優良会員紹介
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適正な価格転嫁に向けて、思い切った価格交渉を
　価格転嫁の現状をみると、昨年9月時点での「発注企業の方から価格交渉を呼びかけ 

て頂いた」受注側中小企業の割合は、約2割。受注企業が、「コスト上昇額のうち価格転嫁

できた額」の割合は、5割を下回っています。一層の転嫁率の向上が課題です。政府は、

毎年3月と9月を「価格交渉促進月間」と位置づけ、「月間」終了後には、受注側中小企業

を対象に、実際に価格交渉及び価格転嫁ができたかについてのアンケート調査等を実施

し、その結果を公表。取組状況が芳しくない発注企業トップに対しては、下請中小企業

振興法に基づき、事業所管大臣名での指導・助言を行い、自発的な改善を促します。昨年

11月には、「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」を公表。この指針は、

特に価格転嫁が難しいとされる、労務費の適切な価格転嫁について、発注企業、受注企

業双方が採るべき行動を示しています。

3月は「価格交渉促進月間」です！

労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針

適正取引講習会eラーニング

パートナーシップ構築宣言

経営セーフティ共済  オンライン
　中小機構が提供する、「経営計画つくるくん」は、スマホやタブレットで
使用するアプリです。ほとんどの項目を選択肢から選ぶだけの簡単な操作で、経営計画を作成します。
事業内容や経営状況を整理し、今後取り組むべき課題や方向性を確認していきましょう。

DX
デジタル技術で、組織や
ビジネスモデルの変革を!

経営計画を最短30分で作成
中小機構『経営計画つくるくん』のご案内

経営計画つくるくんはこちら→

　国の機関である中小機構が運営する経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済制度）は、取引先事
業者が倒産した際に、中小企業が連鎖倒産や経営難に陥ることを防ぐための制度です。無担保・無保証
人で掛金の最高10倍（上限8,000万円）まで借入れでき、掛金は損金または必要経費に算入できます。

DX
経営セーフティ共済がオンラインで
　　　　手続きできるようになりました！

りがいを持って活躍できる人財になるために、ビジネスマナーやビジネス文書の作成方
法等だけでなく、「働くことへの考え方」を整える研修です。学生から社会人となり、激変し

た毎日を過ごす新人社員の揺れ動く心を受け止めなければならない時期に最適なプログラムと
なっています。修了後には、（社）日本おもてなし推進協議会から『おもてなしエキスパート認定
証』を授与いたします。定員25名。（残りわずかとなっております。お早めにどうぞ）

や

新 入 ・ 若 手 社 員
戦 力 化 セ ミ ナ ー

4月11日（木）
9：00～17：00

■お申込み　経営支援課　TEL 0294-22-0128

4月からの新入社員や若手社員の方々の育成にご活用ください!

記帳指導を希望する事業所を募集します

　当所では、小規模事業者を対象に日計表のつけ方や、従業員の源泉徴収の方法など
のお手伝いをしています。この事業は、担当者が事業所の都合に合わせて訪問し、経営
者（またはご家族）が記帳や経理について理解し、ご自身で記帳が出来るように行ってい
るものです。

期間は原則3年間

 ■ ■ ■  問合せ　経営支援課  ■ ■ ■ 

申し込み
対象

●従業員数が20名以下（卸・小売・サービス業は5人以下）の個人事業所
　（会員限定）
●税理士の関与を受けていない事業所

◆掛金月額の増額や減額、各種変更手続きがオンラインで
　できるようになりました！
◆住所変更等の各種変更、掛金前納の申し込みもオンラインで！

加入済みの方へのお知らせ

◆gBizIDプライムのアカウントでログインして、契約申込書を作成、
　口座振替設定を行い、印刷したものを窓口へご提出ください。

加入を検討している方へのお知らせ

詳しくは

中小機構　共済相談室

（受付時間平日9：00～17：00）
TEL 050-5541-7171


